
常磐東小学校 校長だより 

つねなる いわ seasonⅢ 

令和 ４年 ６月 ３日(金) 

   その１ 通算 237号 

二 年 度 岡 

 ◇ シリーズ【コグトレ：認知訓練】❸＜見る力 編＞   
  

◆コグトレ【見る力】 

 

トレーニングとして

実際に行うのは、 

【見て】➡【模写する】 

というもの。 
 

  左：立方体 

  右：ハチの巣 

 

宮口氏によれば、「2つの立体を８～９歳くらいまでに描けるかで認知機能の発

達度合をはかる一つの目安になる」とのこと。 
 

立方体は、「奥行き」がつかめないと、立体図ではなく「四角形が集まっている」

ように見えやすい。また、ハチの巣は、「六角形が集まっていること」と「各辺を 

共有していること」が理解できなければ写すのが難しくなる。 
 
 👇 

 ※認知機能が弱い場合を再現したもの ①②：立方体 ③④：ハチの巣 

① 「奥行きがつかめない」ときによく描かれる 
 
② 立方体は認識はできているが、模写できない 
 

③ 六角形が丸に見える。その丸が集まっているだけ 
 
④ 六角形は認識できているが、辺が共有されていない 

記憶をたどるのではなく、手本(見本)が目の前にある状態で描いた場合である。 

① ② 

③ ④ 



◆【写す】トレーニングで、視覚認知の基礎力を強化する 

図形を理解するのが苦手なタイプや、音読をしていても読み間違いが多いタイ

プに適した【視覚認知の基礎力を強化する「写す」トレーニング】。 

そのひとつが「点つなぎトレーニング」。さあ、やってみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「見つける」トレーニングで、 

視覚認知の応用力を強化する 
 

形の恒常性を強化し、目に見え  

るたくさんの情報の中から共通点  

や相違点を見つけていくのが「見 

つける」トレーニング。 

 

形の恒常性とは、見る角度を変 

えても形に見える現象のこと。 

そのひとつに 

「黒ぬり図形トレーニング」がある。 

 

  さあ、やってみよう。 

 

  お気付きだろうか。 

あれに似ている。…そのとおり。 

「知能テスト」。親戚だな。 


